





































































































































































































明治年 22 23 2425 26 2728 29 30 31 32 33 34 22 23 245 26 27 28 29 3031 32 33 34
明治初年代 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1G年代 2 1 1 1 1 1 1
21 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1








27 1 2 2 2 2 2 1 1 2 2 2 2 1 1 1 1
28 2 3 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1
29 4 3 3 2 2 1 4 4 4 1 1 1
30 5 3 2 3 3 9 8 1
31 1 2 2 2 6 9 7 3
32 1 1 9 6 5
33 1 1 1 1
34 1 1
合　　計 5 5 3 5 4 5 8 12 14 14 13 14 135 5 5 3 2 3 4 716 20 23 16 13
新　　設 4 0 1 2 0 1 2 3 5 1 1 1 1 1 1 0 0 ? 2 1 4 9 6 9 1 1
既　　設 1 4 2 3 4 4 6 9 9 12 12 13 124 4 5 3 1 1 3 3 7 14 14 15 12


























































































































































































































??? ?? ?? ?? ?? ?? 備　　　　　　　　　　　考
40 40
経営不振に陥っていた岡山銀行の業務一切を継承して設立され，旧岡山銀行本店跡に開業．当初の役員は取締役の一人久我房三を除く全員が岡山銀行の役員であった．　　　　　兼業する倉庫業の発展してきた経緯から岡山米取引所と人的業務的に密接な関係があった．






3 3 3 3 3 3
岡山銀行の関連銀行で，野崎万三郎ほか24名が発起人となり，設立された．　　　　　　　　　　永山英太郎がその中心人物で，地方屈指の貯蓄銀行となった．










































岡　　　山　　　駅 岡　　山　河　　岸 岡　山　市　合　計 岡　　　山　　　県
移　出 移　入 移出入 移　出 移　入 移出入 移　出 移　入 移出入 移　出 移　入 移出入
普通農産物 30．8　％ 54．3％ 42．6％ 25．7％ 一　％13．3　％ 29，5　％ 41．8　％35．6％ 28．2％ 19．5％ 24．0％
水　　産　　物 0．10 2．6 1．4 0．30 8．9 4．4 0．15 4．1 2．1 2．2 4．1 3．1
飲　　食　　物 L8 1．1 1．4 5．4 4．8 5．1 2．7 1．9 2．3 3．7 4．4 4．1
織物二二製品 1．5 11．5 6．5 4．0 22．2 12．8 2．1 13．9 8．0 1．4 0．09 0．77
糸類及其原料 48．5 10．4 29．3 4L6 3．6 2LO 45．7 8．9 27．4 29．1 、23．1 26．2
金属及同製品 0．82 3．9 2．4 0．43 1．5 0．96 0．73 3．4 2．0 1．1 2．5 1．8
編物及其原料 5．0 0．75 2．8 3．9 一 2．0 4．7
、?????
2．6 8．3 0．83 4．7
油類及燃料 一 1．2 0．61 0．06 6．3 3．1 0．02 2．4 L2 2．0 8．4 4．1
肥　　　　料 一 5．8 2．9 一 5．1 2．5 『 5．6 2．8 8．5 18．1 13．1
其　他　雑　品 11．6 8．5 10．1 23．0 47．6 34．9 14．4 17．5 15．9 11．7 1L3 11．5
合　　　　　計 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 9，477，3919，401，828 18，879，21931β8 ，65029，374，417 60，750，067
米 26．9 52．3 39．722．0 0 11．4 25．7 40．3 33．0 23．6 17．0 20．4
綿　　糸 47．2 6．7 26．9 36．4 12．5 20．0 44．6 5．7 25．2 27．1 2．8 15．3
呉服太物 0．98 9．0 5．0 1．3 19．9 10．3 1．1 12．6 6．3 2．5 8．7 5．5
肥　　料 0 5．8 2．9 0 5．1 24．5 一 5．6 2．8 8．5 18．1 13．1
足　　袋 2．6 0 L3 13．6 0 7．0 5．3 一 2．7 2．9 0．02 1．5
???（?????????????
紙 1．9 3』 ，2．5 0．95 L5 1．2 1．7 2．7 2．2 0．80 L2 0．98
材　　木 0 0 0 6．2 11．6 8．8 1．5 2．7 2．1 2．2 2．3 2．2
生　　魚 0 22 1．1 0 8．3 4．0 一 3．6 1．8 0．77 ．2．3 1．5
木　　綿 0．55 2．5 1．5 2．6 2．3 2．4 1．0 2．5 1．7 0．04 1．6 0．76
?
3．9 0　・ 2．0 1．4 一 0．70 3．3 一 1．7 1．2 0．03 0．65
繰　　綿 一 2．2 1．3 一 一 一 一 1．7 0．84 0．29 11．6 5．8
金巾糸 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 7．9 3．8
???????）
石　　炭 　 0．21 0．11 一 6．3 3．0 　 L6 0．80 1ユ 3．9 2．4
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名　　　称 岡　山　紡　績　所 備前紡績株式会社工場 共立絹糸株式会社工場
所　　在　　地 岡山区花畑 二野郡石井村下出石 上道郡三野村門田













設　立　年　月 明治13年 明治29年3月 明治30年3月










































































































































































































綿糸紡績 1　① L381　人 240　人 1，381、0人4．8（4．4）37．4（32．9）
絹糸紡績 1　① 529 141 529．0 4．8（4．4）14．3（12，6）
???????
綿糸及綿布 1　① 1，031 213 1，031．0 4．8（4．4）27．9（24．6）
小　計 3　③ 2，941 594 980．3 14．3（13．0）79．7（70．1）
鉄　　　工 1　① 14 14 140 4．8（4．4） 0．38（0．33）????
ロ即　　筒 1　① 16 ユ6 16．0 4．8（4．4） 0．43（0．38）
小　計 2　② 30 30 15．0 9．5（8．7） 0．81（0．72）
マ　　ッ　チ 1　① 68 27 68．0 4。8（44）1．8（1．6）
小　計 1　① 68 27 68．0 4，8（4．4） 1．8（1，6）
ラ　ム　ネ 2　② 43 Il 21．5 9，5（8．7） 1．2（1．2）
???????
錐　　　詰 3　② 50 15 16．7 14．3（13．0）1、4（1．2）
小　計 5　④ 93 26 ユ8．6 23，8（21．7）2．5（2．2）
花　　　莚 2 31 7 15．5 9．5（8．7） α84（0．74）????????
マニラ真田 2　② 130 6 75．0 9．5（8．7） 3．5（3．1）
印刷出版 5　④ 372 ユ40 74．4 23．8（21．7）10．1（8．9）
小　計 9　⑦ 533 153 592 42．8（39．1） 14．4（12．7）
特電 燈 1　① 24 24 24．0 4．8（4，4） 0．65（0．57）
別　　小　計 1　① 24 24 24．0 4．8（4．4） 0．65（0．5わ
合　　　　　計 21⑰ 2，689 854 ユ75．7 100．0（913）100，0（87．9）
官　営　煙　草 2 506 122 253．0 一　（8．7） 一　（12，1）






































絹　糸　紡　績 1 529（141） 306，360529　人 306，360円
綿　糸　紡　績 2 1，849（302）11，940，719 924．55，970，360
????
織　　　　　物 ！1 603（154）1，080，428 54．8 98，221
小　　　　　計 14 2，981（597）13，327，507 212．9951，965
鉄工機具器械 31 45（45） 56，255 1．5 1，815
亜鉛板及鋲力細工 27 46（27） 12，894 L7 478
鋳　　　　　物 3 16（14） 6，699 5．3 2，233
??????????
車　　　　　輌 12 28（28） 21，100 2．3 1，758
度　　量　　衡 5 31（31） 38，891 6．2 7，778
小　　　　　計 78 166（145） 135，8392．1 1，742
陶　　磁　　器 3 5（5） 3，054 L7 1，0！8
破　璃　製　品 3 28（26） 10，540 9．3 3，513
煉　　　　　　瓦 1 3（3） 1，350 3．0 1，350
瓦 32 145（98） 27，527 4．5 860
和　　　　　紙 18 61（31） 26，133 3．3 1，452
菜　　種　　油 5 6（6） 7，743 1．2 1，549
安　全　燐　寸 3 96（33） 68，680 32．0 22β93
売　　　　　薬 56 83（46） 9，981 1．4 178
小　　　　　計 122 430（251） 166β08 3．5 6，204
酒　　　　　　類 15 116（116） 310β027．7 20，720
醤　　　　　　油 30 88（88） 146β20 2．9 4，894
味　　　　　　1曾 10 25（25） 32，760 2．5 3，276
麹 13 25（25） 17，220 L9 1，325
清涼飲料水 4 55（16） 39，923 13．7 9，981
?????????????
菓　　子　　類 103 324（239） 432，000 3．1 4，194
飴 5 30（30） 263，0006．0 52β00
罐　　　　　詰 4 56（17） 90，29314．0 22，573
萄　　　　　鵜 6 14（12） 4，277 2．3 713
麩 3 8（7） 4，190 2．7 1，397
一112一
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蒲鉾竹輪類 13 51（38） 36，656「3．9 2，820
小　　　　　計 206 792（613）1，077，9413．8 6，204?
2 14（14） 1，235 7．0 618
竹　　製　　品 11 15（11） 2，903 1．3 264
扇子及団扇 2 10（・2） 1，492 5．0 746
紙　　製　　品 8 27（13） 5，756 3．3 720
指　　物　　類 59 148（59） 52，150 2．5 884
挽　　物　　類 4 7（7） 1，700 1．7 425
曲　　物　　類 4 4（4） 1β53 1．0 463
樽　　桶　　類 22 47（47） 16，008 2．1 728
下　　　　　駄 20 61（61） 39，600 3．0 1，980
杷　柳　製　晶 1 1（1） 185 1．0 ！85
花　　　　　莚 7 154（12） 17β64 22．0 2，552
畳表　・真蕗 52 43（0） 2，，044 0．8 39
麦桿・経木真田 60 260（120） 43，285 4．3 721
雑
藺　　細　　工 24 26（0） 1，038 1．0 43
? 20 55（55） 19，159 2．7 958
革　　細　　工 5 7（5） 1，870 1．4 374
足　　　　　袋 60 63（45） 135，000 1．0 2，250
靴　　　　　下 1 2（1） 400 2．0 400
縄 1 6（6） 200 6．0 200
麦　桿　帽　子 6 48（22） 20，630 8．0 3，438
其　他　帽　子 1 2（1） 450 2．0 450
鼻　　　　　緒 3 9（4） 2，794 3．0 931
爪　　　　　掛 3 31（12） 18，526 10．3 6，175
麻　　　　　裏 25 92（22） 27，895 3．7 1，116
刷　子　其　他 1 2（1） 300 1．0 300
小　　　　　計 402 1，134（525） 414，337 2．8 1，031
合　　　　　　　　計 822 5，503（2，131）414β37 6．7 18，640
官　　営　　煙　　草 2 506（122）1，008，160253．0 504，080
総　　　　　　　　計 824 6，009（2，253）16，330，3927．3 19，818
註　1）第3表と同一書より作成
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商工人名録』第二版によると，営業税からみて岡山市の最大の商工業者は土
木請負業菱川屋菱川吉衛であった。この菱川吉衛は鉄道の請負人として名前
が知られた人であるが，岡山県の役所や学校の初期の建築はほとんど菱川組
の請負だった，というが（岡長平rぼっこう横町』1965年夕刊新聞社493～494ペーー
ジ），このような有力業者を生み出したのである。
　ところで，明治初年（1867年）・10年代（1877年）の過程で岡山城下は零
細営業者，力役的労務者を圧倒的構成部分とする都市に編成替えされたとし
た。また，1920年の国勢調査によれば，岡山市には1，948人の土木建築底本業
者がある。業主491人，職員63人，労務者1，394人で，本業なき従事者はそれ
ぞれ1，270人，123人，1，553人であり，家族持ちが多いとみなし得る。この土
木建築業は，土木請負業，土木建築の設計・測量等二関スル業，大工，左
官・泥工・セメントエ・煉瓦工，石工，屋根職，ペンキ職其他ノ塗料塗職，
±方・鳶職，潜水業，其他ノ土木建築二関スル業をもって構成されており，
業主には職人親方，労務者はその雇用人，人夫などであろうとおもわれる。
このような土木建築業従事老であるが，明治後期はどうであろうか。r明治
四十四年岡山市統計年報』における職業別戸数によると工業戸数1，839戸，
男女合計10，840人となっている。他方，工業製造戸数は824戸，職工数
6，009人であるので，工業戸数から工業製造戸数を差し引いた1，015戸，
4，831人の工業製造戸以外の工業戸が存在していることになる。これは各種
の建築関係の職人が多いであろうが，また，人夫などの労役者なども存在し
ていたであろう。
　なおr明治四十四年岡山市統計年報』によれば，この年に人力車営業169
人，人力車営業兼i娩子622人組翰子670人がある。
　この時期の岡山市には，職人，力役的労務者が数多く存在していたのであ
る。
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?
（1）拙稿「明治前期における岡山区住民構成の再編」r岡山大学経済学会雑誌』第19巻第
　3　9　4号　　1988年1月。
（2）拙稿「第一回『国勢調査』における岡山市の住民構成一産業都市としての資本主義
　確立期の岡山市一」r岡山大学経済学会雑誌』第18巻第3号　1986年11月。
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